


青少年の自立を支える会とは 
沿革 

平成 ８年１２月 星俊彦（現理事長）、自立援助ホーム設立を決意。有志が集まり、設立準備会を組織。 

平成 ９年 ５月 「青少年の自立を支える会」準備会集会。 

７月 「青少年の自立を支える会」設立総会。代表に伊達悦子が就任。 

９月 自立援助ホーム「星の家」開所。 

平成１０年 ２月 電話相談「自立のホットライン」開設。 

４月 「星の家」、児童自立生活援助事業認可。 

平成１１年１０月   「青少年の自立を支える会」、特定非営利活動（NPO）法人認証。初代理事長に伊達悦子が就任。 

平成１４年１２月 国税庁より、認定ＮＰＯ法人として認証。県内初、全国 10 番目。 

平成１９年 ５月 二代目理事長に福田雅章が就任。 

平成２１年 ４月 宇都宮市清住に土地付建物を購入、事務所並びに星の家移転。 

平成２２年 １月 社会的養護の当事者のためのサロン「だいじ家」開設。 

平成２５年 ５月 三代目理事長に星俊彦が就任。 

平成２６年 １月 ファミリーホーム「はなの家」開設。 

平成２６年 ７月 子どもの居場所「月の家」開設。 

平成２９年 ７月  栃木県より子どもの居場所担い手育成事業受託 

平成２９年１２月  内閣総理大臣賞表彰（内閣府の子供と家族・若者応援団表彰） 

平成３０年 ４月  市政功労表彰（宇都宮市） 

 

○自立援助ホーム「星の家」 

中卒や高校中退で就職し自立を強いられた児童養護施設等の子どもらが、

職をそして生活拠点を失った際のよりどころとなり、再スタートを切れるまでの間

生活支援を行います。これまで１４０名を超える子ども達の支援をしてきました。

近年は、施設経験者よりも家庭で育った子どもが大半になっています。 

 

○ファミリーホーム「はなの家」 

ファミリーホームは、里親や児童養護施設で養育実績のある人が、自宅で 5～

6 人の子どもを養育する事業です。はなの家は現在、中学生以上の男の子 5 名

が生活しています。 

 

○子どもの居場所「月の家」 

宇都宮市の「要支援児童健全育成事業」を受けて開設された「子どもの居場所」は、地

域の中にある子どもたちにとっての「もうひとつの家」のことです。放課後の勉強や遊び、

食事、入浴など当たり前の生活や人間関係に触れることを大切にしています。 

 


